
 

 

安心精密診断２００４（木造住宅耐震精密診断）補強設計 
3 階建てまでの在来軸組構法、伝統的構法、枠組壁工法及び１階混構造の木造住宅 

２００４年７月(財)日本建築防災協会発行『木造住宅の耐震精密診断と補強方法』に準拠  
 

木造住宅診断法『一般診断法』『精密診断法１』に対応！ 
このシステムは『木造住宅の耐震精密診断と補強方法』監修：国土交通省住宅局建築指導課 発行(財)日本建築防
災協会に準拠しています。本プログラムは、一般診断法により入力を行い、診断結果を算出します。診断結果が補

強を必要とした場合には、精密診断法で入力を追加し、精密診断法の計算により精密診断結果及び補強設計まで算
出します。また初めから、精密診断法の入力を行えば精密診断結果及び補強設計を算出します。 

 
 

 
              

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

解析の方法 

一般診断法および精密診断法１には、対象とする住

宅の工法のうち、壁を主な耐震要素とする方法１と

太い柱や垂壁を主な耐震要素とする方法２があり、

『安心精密診断２００４』は、このどちらにも対応

いたします。 

１）方法１ 

一般診断法  壁を主な耐震要素とした住宅 

精密診断法  在来軸組構法および枠組壁工法 

(２×４工法)の耐力壁構造 

２）方法２ 

一般診断法  太い柱や垂壁を主な耐震要素とする 

       伝統的構法で建てられた住宅 

精密診断法  伝統的構法の垂壁付き独立柱の多い 

       構造 

方法１ 

  

 

 

 

 

  

方法２      

               

 

 

 

 

「壁強さ倍率」は、基準法上の壁倍率とは異なり 

大地震の倒壊の危険性のみを判断するために、終局

耐力および靭性から求められる短期せん断耐力を耐

力表示のまま用いています。                       

木造住宅耐震診断２００４システムの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用範囲 

在来軸組構法住宅を主とし、伝統的構法の住宅お

よび枠組壁工法（2×4 工法）の平屋建て、2 階建

て、3階建て住宅の耐震診断計算を行います。また、

1 階部分が鉄筋コンクリート造または鉄骨造で、2

階、3階を木造とした混構造住宅の木造部分の診断

計算も行います。 

一般診断法と精密診断法 

 一般診断法は、耐震補強等の必要性の判定を目的

としている。診断を行う人は、建築士および大工、

工務店等の建築関係者を想定した補強を前提としな

い診断。精密診断法は補強を前提とした、詳細な診

断法であり、原則として建築士を想定している。主

に補強後の耐震性を診断することを目的とします。 

一般診断 

精密診断 

補強設計 

精密診断 
補強後の耐震性の診断 

補強工事 診断終了 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 
 

耐震要素 

外壁面材、内壁面材、筋かい材それぞれの耐力の合計 

 

一般診断法では柱の小径が 150mm 未満は耐力に考慮

されない。 

 

誰にでもできるわが家の耐震診断 

専門家による診断をするか 

補強の必要性あり 

補強の必要性あり 
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木造住宅耐震診断 入力・出力 
 

      一般診断法           
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               精密診断法（保有耐力診断法） 
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                         作図出力 

 

 

 

必要耐力の計算 

上部構造評点 

耐震診断計算条件 

出力項目（精密診断法１） 
◎木造住宅の耐震精密診断(表紙・診断員名) 
◎建築物概要 
◎各部の構造・地盤･構造計画・各種の係数 
◎壁・軸組（筋交い）の仕様と要素耐力・剛性 
◎仕様の組合せによる壁基準耐力と剛性 
◎必要耐力の算定（床面積の計算） 
◎必要耐力の算定（建築基準法施行令に準じて求め

る方法）選択 
◎必要耐力の算定（必要耐力表を用いる方法）選択 
◎壁配置と壁による耐力･剛性 
◎柱の配置と柱による耐力・剛性 
◎耐力と剛性 
◎剛性率 
◎重心位置の計算（床面積等の計算）選択 
◎重心位置の計算（柱軸力計算）  選択 
◎偏心率の計算 
◎平均床倍率の計算 
◎偏心率と床仕様による低減係数 
◎保有する耐力の算定 
◎判定 
◎地盤･基礎･水平構面の損傷 他 
◎診断表 

 

出力項目（一般診断法） 
◎木造住宅の耐震精密診断(表紙・診断員名) 
◎建築物概要 
◎平面図（柱頭・柱脚の仕様） 
◎必要耐力の算出 
◎耐力要素の配置等による低減係数用必要耐力 
◎強さ Ｐ 
◎耐力要素の配置等による低減係数 Ｅ 
◎劣化度による低減係数 Ｄ 
◎上部構造評点 
◎総合評定 （ａ）地盤・基礎 
◎総合評定 （ｂ）上部構造 

 

 

 

◎軸組図(開口付)・伏図・金物伏図 

◎各指定出力帳票をＤＸＦ変換して 

ＤＸＦファイルに出力できます。 

 


